
非晶質炭酸カルシウムの圧力誘起結晶化

圧力測定用材料の開発
研究紹介

　身近な物質である炭酸カルシウムは、そのほとんどが結晶です。しかし、比較的簡単な方法で、結晶ではない非晶質
の炭酸カルシウムを作ることができます。この非晶質炭酸カルシウムを利用し、圧力を色の変化で測定できる材料を
開発しています。

材料技術グループ
（特願 2014-124534）

圧力測定用材料への応用

今後の展開

　地球上の炭酸カルシウムのほとんどは、結晶として存在し

ています。しかし、一部の生体鉱物中には、非晶質の炭酸カル

シウムが存在することが知られています。この非晶質炭酸カ

ルシウムは、二つの水溶液を混ぜるだけで簡単に合成するこ

とができます。

　材料技術グループでは、研究の中で非晶質炭酸カルシウム

を加圧すると、ある一定の圧力以上で結晶化することを発見

しました。非晶質炭酸カルシウムには、構造水として20wt%

程度の水が含まれていますが、結晶中には水は入り込めませ

ん。そのため、結晶化の際に水が放出されることが予想され

ます。

　非晶質炭酸カルシウムが結晶化する際に放出される水を

利用し、水と反応して色が変わるものを組み合わせること

で、圧力を色の変化で測定できる材料を作れないか、と考え

ました。そこで、白羽の矢が立ったのが、理科の実験でもお馴

染みの塩化コバルトです。塩化コバルトは、無水の状態では

青色で、水と結合（水和）すると紫色や赤色に変化します。

　非晶質炭酸カルシウムと塩化コバルトを粉末のまま混ぜ

ると不均一となり、うまくいきません。そこで、一工夫を加

え、塩化コバルトを有機溶媒に溶解させ、非晶質炭酸カルシ

ウムと混合した後、溶媒を除去することで均一に混合するこ

とに成功しました（図1）。

　開発品を各圧力条件で加圧した後の様子を図2に示しま

す。図2のように圧力に応じて青色から紫色へと色が変化す

る材料の開発に成功しました。また、従来品では不可能だった

300MPa以上の圧力でも色の変化で圧力を測れるようにな

りました。

　現状、開発品は粉末状のため、使いやすさにおいて難があり

ます。これをシート等へ加工し、より利便性の高い製品へとつ

なげられるよう開発を進めています。

　材料技術グループでは、圧力測定用材料以外にも非晶質炭

酸カルシウムの圧力誘起結晶化を新たな材料開発に応用で

きないか検討しています。まだ、あまり馴染みのない現象です

が、興味のある方はぜひお問い合わせください。

図２　加圧後の色の様子

図１　開発品とその作り方
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減圧乾燥

　都産技研は、平成24年10月、中小企業の海外展開を技術

面で支援する「広域首都圏輸出製品技術支援センター

（MTEP：エムテップ）」 を立ち上げ、現在では1都10県の公

設試験研究機関が連携する事業に発展しています。MTEPに

は20名を越える専門相談員が在籍しており、アジアやEU、

北米等への輸出の際に障害となる海外規格への相談や各種

セミナーを実施し、中小企業の海外展開を支援しています。

　中小企業から、海外進出先でも同様の技術支援を行ってほ

しいという要望が高まり、すでに多くの日系企業が進出して

おり、今後進出を希望する企業も多いタイ王国で事務所を平

成27年4月に開設することとなりました。公的な技術支援機

関のタイ王国での事務所開設だけでなく、海外での拠点開設

開設時期 
　平成27年4月　
場　　所 
　タイ王国バンコク市内
配属職員 
　3名（予定）
　支所長1名＋技術職員2名

主な業務内容
　①タイ進出日系中小企業への技術相談（無料）
　　現地で解決できない課題は都産技研本部とテレビ会議システムにて対応
　②タイ進出日系中小企業の現地工場での実地支援（現場で品質改善等への

　協力）　
　③技術セミナーの開催（海外規格や輸出規制に関する情報提供）
　④中小企業の海外インターンシップ協力（ASEANへ進出希望の中小企業へ

　の活動支援）

都産技研バンコク支所の概要

　バンコク支所開設にあたり、タイ王国での事業
活動を円滑に行うため、平成26年11月25日、バ
ンコクにてタイ工業省プラーモート・ウィッタ
ヤースック工業副大臣らが立ち会い、業務協力に
関する覚書を締結しました。都産技研が海外の省
庁と覚書を締結するのは初めてです。

タイ工業省との業務協力に関する覚書締結

左から、
都産技研 鈴木理事、片岡理事長、
タイ工業省 プラーモート副大臣、
アチャカー事務次官、アティット局長

は、都産技研が初めてです。

　バンコク支所では、主に技術相談や技術セミナー開催によ

る情報提供を実施します。また、必要に応じ、都産技研本部（江

東区）とのテレビ会議システムを活用し、迅速に技術的な課題

解決を行います。また、タイ工業省や現地の工業会、（公財）東

京都中小企業振興公社などの公的な経営支援機関と連携し

ながら、現地での技術支援に取り組みます。

　都産技研は、海外での事業展開により、現地で得られた市

場情報や技術ニーズを本部の技術相談やセミナーなどを通

じて、都内中小企業に紹介することで、製品輸出支援の充実を

図っていきます。
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